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　「防具をつけると身が引き締まります」と話す岩尾 征  夫 さん（６８歳、右から２人目）。
ゆく お

　１１月１０日（土）から１３日（火）まで４日間に渡って開催された第２０回全国健康福祉祭いばらき大
会（ねんりんピック茨城２００７）の剣道交流大会で、５８歳から７４歳までの５名からなる神奈川県
チーム（横浜・川崎除く）が１７年ぶりの３位入賞を果たした。
　チームの世話人をつとめる岩尾さんは、全国で３位という成績について、「一昨年、福岡で開
催された際に涙をのんだメンバーが今回４人参加していましたからね。“今度こそ”という思い
がチームの団結を強めました」とふりかえる。「個々人の持つ強さももちろんありますが、団体
戦では仲間同士のチームワークが重要ですね」と語るように、大会前にはチームで十分な練習
とミーティングを行い、士気を高めたという。　
　中学時代から剣道を始め、現在は自身の道場で指導にあたる岩尾さんは、「試合は経験がもの
をいうので、対戦を重ね、自分が成長していくことが楽しみです。剣道は礼儀作法の習得につ
ながるので、親子で道場に通われる方も多いですよ」と、老若男女を問わない生涯スポーツと
しての剣道の魅力にふれる。
　「剣道は長年つづけてきた生きがい。生涯、仲間とともに汗を流していきたいですね。再来
年参加するねんりんピックでは、チーム一丸となって優勝しますよ！」と意欲を見せる。
　ねんりんピックから間もない同月１７日に開催された「ゆめかながわスポーツ健康シニアフェ
スタ２００７剣道大会」で、岩尾さんは見事、優勝を飾った。剣士の活躍はこれからもつづいてい
く。（写真はシニアフェスタ会場にて）
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～民生委員児童委員による災害時の要援護者支援活動指針が完成～

　

地
震
や
水
害
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
起
き
る
と
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
地
域
で
は
住
民
同
士
の
安
否
確
認
や
助
け
合

い
の
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
特
に
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
避
難
や
そ
の
後
の
生
活
に
支
援
が

必
要
な
方
々
と
か
か
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
期
待
に
対
し
、
実
際
の
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
る
べ
き
か
、
日
常
の
活
動
で
取
り
組
め
る
こ
と
は
何
な
の
か
。
今
回
は
、
神
奈
川
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
で
実
施
し
た
災
害
に
向
け
た
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
調
査
結
果
と
活
動
指
針
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

災
害
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
？

　

大
き
な
地
震
や
水
害
な
ど
が
起
き
た
と

き
に
、
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
く
る
ど
の
よ

う
な
情
報
に
最
も
関
心
を
持
た
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
災
害
の
規
模
、
人
的
・
物
的

被
害
の
様
子
、
避
難
所
で
の
生
活
や
他
の

地
域
か
ら
の
支
援
の
内
容
な
ど
、
様
々
な

情
報
が
次
々
と
報
じ
ら
れ
ま
す
。
被
災
地

に
親
族
を
持
つ
方
々
に
と
っ
て
は
、
ま
ず

は
身
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
が
最

大
の
関
心
事
で
し
ょ
う
。

　

一
般
的
に
は
災
害
発
生
直
後
に
は
、
ま

ず
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
家
族
全
員
の
安
全

を
確
認
し
、
よ
り
安
全
な
場
所
（
避
難
所

な
ど
）
に
移
動
し
、
食
事
や
身
の
周
り
の

必
要
物
資
を
確
保
し
ま
す
が
、
高
齢
や
障

害
、
そ
の
他
の
理
由
か
ら
、
自
力
で
の
避

難
が
難
し
い
方
や
避
難
生
活
で
も
支
援
が

必
要
に
な
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
民
生
委
員
児
童
委
員
も
そ
の
よ
う
な

要
援
護
者
と
か
か
わ
り
ま
す
。
民
生
委
員

児
童
委
員
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、
担
当

区
域
内
の
要
援
護
者
の
見
守
り
活
動
を
し

て
い
る
た
め
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

方
が
ど
こ
に
ど
の
く
ら
い
存
在
し
て
い
る

か
と
い
う
生
き
た
情
報
を
可
能
な
範
囲
で

把
握
し
て
い
ま
す
。こ
の
情
報
が
、災
害
時

に
は
、
地
域
で
孤
立
し
が
ち
な
要
援
護
者

の
安
否
確
認
の
際
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
被
災
地
で
、
災
害
発
生
後
の
要

援
護
者
の
安
否
確
認
や
、
そ
の
後
の
避
難

生
活
で
の
支
援
に
民
生
委
員
児
童
委
員
が

か
か
わ
る
の
は
そ
の
た
め
で
、
民
生
委
員

児
童
委
員
自
身
も
そ
の
よ
う
な
役
割
認
識

を
持
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
度
に
神

奈
川
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
県

民
児
協
）
が
実
施
し
た
市
町
村
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（
政
令
指
定
都
市
を
除
く
県
内
市
町
村
対

象
）
で
も
、
日
常
活
動
で
は
要
援
護
者
の

情
報
把
握
、
災
害
発
生
時
に
は
要
援
護
者

の
安
否
確
認
を
行
う
役
割
が
あ
る
と
の
回

答
が
多
い
と
い
う
結
果
で
し
た
（
表
１
）。

地
域
で
は
役
割
が
混
乱

　

民
生
委
員
児
童
委
員
が
こ
の
よ
う
な
役

割
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
市
町

村
ご
と
に
作
成
し
て
い
る
地
域
防
災
計
画

内
に
民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
が
明
記

さ
れ
て
い
る
の
は
三
十
一
市
町
村
中
十
五

カ
所
と
、
半
数
の
自
治
体
に
と
ど
ま
る
こ

と
が
調
査
か
ら
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
を
明
記

し
て
い
て
も
具
体
的
役
割
に
つ
い
て
調
整

を
し
て
い
な
い
自
治
体
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、災
害
時
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
な
ど
が
住
民

の
避
難
誘
導
と
そ
の
後
の
生
活
支
援
の
中

心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日常の見守り強化で災害に強い地域をつくる

表１　災害に対する民生委員児童委員の役割意識
（１９１地区民児協からの複数回答）

６０件①災害時要援護者の安否確認・避難誘導災
害
発
生
時

２２件②避難・災害状況の本部伝達、関係機関橋渡し

２２件③発生当初からの要援護者支援

９件④自身と家族の安全確保

７３件①近隣や関係機関との体制作りや役割分担

日
常
活
動

５５件②要援護者リストやマップ作成・情報把握

２８件③民児協内部討議、マニュアル作成

１０件④防災組織や防災訓練への参加

４件⑤非常用品等チェック（自分・家族・要援護者）
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は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
活
動
の
工
夫
で

も
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
力
を
発
揮
す
る
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
、
と
い
う

考
え
方
を
も
と
に
、
私
た
ち
の
地
域
で
も

実
現
可
能
な
事
例
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

「
災
害
予
防
」の
視
点
で
日
常
活
動
を

　

指
針
は
、「
災
害
予
防
」
と
「
住
民
自
身

が
自
ら
の
命
を
守
る
」
と
い
う
視
点
を
大

切
に
す
る
と
と
も
に
、「
民
生
委
員
児
童

委
員
も
被
災
者
で
あ
る
」
こ
と
を
前
提
に

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
常
で
の
準
備
で
も
①
自

分
自
身
と
家
族
の
安
全
確
保
、
②
民
児
協

と
し
て
の
支
援
計
画
作
り
、
③
地
域
で
の

役
割
分
担
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
い

ざ
災
害
が
発
生
し
た
時
に
民
生
委
員
児
童

委
員
個
人
に
負
担
を
負
わ
せ
る
の
で
は
な

く
、
民
児
協
の
仲
間
や
地
域
住
民
と
一
緒

に
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
ね
ら
い

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
対
象
を
要
援
護
者

と
明
示
す
る
こ
と
で
、
一
般
の
住
民
の
安

否
確
認
や
避
難
誘
導
、
避
難
所
で
の
生
活

支
援
は
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
の

役
割
で
あ
る
と
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
意
図
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
指
針
は
、
個
々
の
民
生
委
員
児
童

委
員
や
事
務
局
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、

行
政
の
防
災
担
当
部
署
に
も
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
市
町
村
の
防
災
計
画
策
定

時
に
、
民
児
協
の
活
動
を
位
置
づ
け
、
要

援
護
者
へ
の
支
援
対
策
を
充
実
す
る
た
め

自
治
会
ご
と
に
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
な

ど
、
備
蓄
用
食
糧
な
ど
の
管
理
を
慣
例
的

に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
要
援
護
者
の
支
援
ま
で
に
は
目
配
り

が
で
き
な
い
よ
う
で
す
。
民
生
委
員
児
童

委
員
が
要
援
護
者
支
援
に
つ
い
て
自
治
会

の
話
し
合
い
な
ど
で
提
案
を
す
る
と
、
逆

に
災
害
時
の
住
民
全
体
の
支
援
を
、
民
生

委
員
児
童
委
員
が
中
心
に
な
っ
て
担
う
よ

う
求
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
十
七
年
四
月
に
全
面
施

行
さ
れ
た
「
個
人
情
報
保
護
法
」
に
よ
り
、

行
政
が
把
握
し
て
い
る
要
援
護
者
情
報
が

入
手
し
に
く
く
な
る
状
況
も
起
き
ま
し
た
。

指
針
作
り
で
自
ら
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル

　

大
き
な
役
割
を
求
め
ら
れ
る
一
方
、
役

割
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
情
報
が
入
手

で
き
な
い
状
況
で
、
民
生
委
員
児
童
委
員

は
「
自
分
達
の
役
割
は
こ
う
い
う
こ
と
だ

と
、
関
係
機
関
や
住
民
に
発
信
し
て
い
こ

う
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
今
回
作
成
さ
れ
た
の
が
、

「
民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る
災
害
時
の

要
援
護
者
支
援
活
動
指
針
」
で
す
。

　

指
針
は
、
各
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
（
民
児
協
）
が
独
自
の
支
援
方
法
を
検

討
す
る
た
め
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で

す
。
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
報
告
書
に
は
指

針
と
簡
単
な
実
践
事
例
が
、
ま
た
、
本
報

告
書
に
は
調
査
の
集
計
結
果
や
各
民
児
協

で
の
取
組
み
事
例
な
ど
が
豊
富
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
掲
載
さ
れ
た
事
例

の
材
料
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
国
の
民
児
協
に
よ
る
取
組
み
が 

各
方
面
へ
波
及

　

県
民
児
協
の
取
組
み
の
き
っ
か
け
は
、

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
が
平
成

十
八
年
・
十
九
年
度
に
呼
び
か
け
た
「
全

国
一
斉
活
動
〜
民
生
委
員
・
児
童
委
員
発

　

災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
に

呼
応
し
た
も
の
で
す
。
全
国
で
災
害
時
要

援
護
者
支
援
の
体
制
を
作
る
た
め
に
各
民

児
協
で
の
討
議
を
奨
励
し
た
り
、
大
規
模

災
害
の
被
災
地
で
民
生
委
員
児
童
委
員
が

ど
の
よ
う
に
活
躍
し
た
か
を
検
証
し
、各

方
面
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
防
災
関
連
団
体
か

ら
民
児
協
活
動
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

懸
案
と
な
っ
て
い
た
要
援
護
者
の
個
人
情

報
の
活
用
に
つ
い
て
も
内
閣
府
か
ら
の
通

知
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
災
害
時

に
要
援
護
者
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
日
常
的
な
活
動
の
円

滑
化
の
た
め
に
、
行
政
機
関
は
民
生
委
員

児
童
委
員
と
要
援
護
者
情
報
を
共
有
す
る

よ
う
に
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
要
援
護
者
の
方
々
の
意

向
を
踏
ま
え
た
個
人
情
報
共
有
の
仕
組
み

を
整
え
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
具
体

的
な
体
制
作
り
が
各
地
で
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

◇
問
合
先

神
奈
川
県
民
児
協
（
神
奈
川
県
社
会
福
祉

協
議
会
地
域
福
祉
部
生
活
支
援
担
当
）

�　
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・老人会と要援護者の情報把握の話し合いをしてい
ます。
・自治会の組長に協力してもらって、要援護者との
関係作りをしています。
・民生委員が２～３人でパートナーを組みます。
・まずは把握している要援護者を訪問し、災害に対
する備えがあるか聞き取ってアドバイスしています。

…他

〈ちょっとした工夫や取り組みで災害に強い
地域を作ることができる（報告書事例より）〉

表２

『民生委員児童委員による災害時の要援護者支援活動指針・調査
報告書』（右）とダイジェスト版（左）
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　＆

　　　TOPICS

平
成
十
九
年
度　
年
末
た
す
け
あ

い
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

　

だ
れ
も
が
「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
心
豊

か
に
暮
ら
し
た
い
」と
い
う
願
い
を
持
ち
、

そ
の
願
い
に
応
え
る
た
め
に
、
地
域
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
に
よ
っ
て
福
祉
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
の
復
興
期
、
戦
災
者
や
引
揚
者
、

失
業
者
な
ど
の
助
け
を
必
要
と
す
る
多
く

の
人
び
と
の
救
済
と
し
て「
歳
末
同
情
品
」

を
募
集
す
る
動
き
が
全
国
各
地
で
起
こ
り

ま
し
た
。
本
県
で
も
生
活
困
窮
者
援
護
の

た
め
に
民
生
委
員
の
自
主
活
動
と
し
て

「
年
末
一
品
持
ち
寄
り
運
動
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
が
基
と
な
り
、
昭
和
二
十
八
年
に

本
会
が
主
唱
し
、
昭
和
三
十
四
年
に
共
同

募
金
運
動
と
し
て
組
み
入
れ
、
以
来
、
支

援
が
必
要
な
方
々
へ
長
く
慰
問
金
の
贈
呈

が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、

社
会
状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
、
地
域
福
祉

へ
の
事
業
費
支
援
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
金
の
募
集
は
共
同
募
金
会
市
区
町

村
支
会
が
行
い
、
配
分
金
に
よ
る
事
業

は
、
市
区
町
村
社
協
が
中
心
と
な
っ
て
実

施
し
ま
す
。
地
域
ご
と
の
福
祉
ニ
ー
ズ
や

地
域
福
祉
活
動
の
現
状
を
的
確
に
把
握

し
、「
生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
人
び
と

へ
の
支
援
」「
住
民
の
主
体
的
な
福
祉
活
動

へ
の
支
援
」
と
い
っ
た
配
分
を
予
定
し
て

お
り
、
昨
年
度
は
四
億
二
千
五
百
万
円
の

寄
付
金
を
い
た
だ
き
、
要
援
護
世
帯
へ
の

年
末
慰
問
見
舞
金
の
支
給
を
始
め
、
地
域

の
福
祉
施
設
・
障
害
者
地
域
作
業
所
、
地

区
社
協
の
活
動
費
な
ど
に
配
分
さ
れ
ま
し

た
。

　

住
民
主
体
の
「
た
す
け
あ
い
」
の
精
神

を
基
調
に
し
た
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
、
本
年
度
も

「
年
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
実
施
期
間
＝
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日

�
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
�
ま
で

◇
寄
付
金
受
付
窓
口
＝
各
市
区
町
村
社
協

（
共
同
募
金
会
市
区
町
村
支
会
）

◇
寄
付
金
・
配
分
金
の
取
扱
＝
年
末
た
す

け
あ
い
運
動
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
な
ら

び
に
配
分
金
は
、
収
支
を
明
確
に
、
寄
託

者
の
信
託
に
応
え
る
よ
う
、
正
規
の
会
計

手
続
き
に
則
り
厳
正
に
管
理
し
、
寄
付
者

や
受
配
者
な
ど
の
個
人
情
報
は
「
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
適

正
に
取
り
扱
い
ま
す
。

（
神
奈
県
共
同
募
金
会
）

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を
目
指
し
て
〜
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

十
一
月
の
第
三
日
曜
日
と
そ
の
前
後
一

週
間
の「
家
族
の
日
・
家
族
の
週
間
」
に
あ

わ
せ
、
全
国
知
事
会
子
育
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、「
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
県
子

ど
も
家
庭
課
の
主
催
で
、
十
一
月
十
四
日

に
茅
ヶ
崎
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
、�
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
�

�
生
み
育
て
て
よ
か
っ
た
�
と
実
感
で
き

る
神
奈
川
を
目
指
し
て
、
本
年
十
月
か
ら

施
行
さ
れ
た
「
神
奈
川
県
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、
様
々
な

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
民
間
の
知
恵
や
経
験
を
生
か
し
た

地
域
ぐ
る
み
で
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ

の
助
成
支
援
を
行
う「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
、初
年
度
で

あ
る
本
年
度
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
二
事

業
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
モ
デ
ル
事
業
指
定

を
受
け
た
「
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

め
ー
ぷ
る
こ
こ
」（
横
浜
市
都
筑
区
）か
ら
、

放
課
後
児
童
と
乳
幼
児
親
子
の
た
め
の
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
運
営
の
取
組
み
が
、
同
じ

く
モ
デ
ル
事
業
指
定
の
「
葉
山
っ
子
す
く

す
く
パ
ラ
ダ
イ
ス
」（
葉
山
町
）
か
ら
は
子

育
て
中
の
母
親
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
創
設
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
茅
ヶ
崎
市
内
で
子
育
て
支
援

を
展
開
す
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
個
性
的

な
活
動
の
紹
介
や
参
加
者
同
士
の
情
報
交

換
の
時
間

な
ど
も
設

け
ら
れ
、

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
、

行
政
、
関

係
機
関
の

垣
根
を
越

え

て
、子

ど
も
・
子
育
て
支
援
の
取
組
み
へ
の
思
い

と
情
報
の
共
有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
は
、県
民
、事
業
者
、

行
政
等
が
相
互
に
連
携
、
協
力
し
て
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
県
で
は
、子

ど
も
・
子
育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
本
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で

の
四
年
間
で
五
十
事
業
を
予
定
し
て
い
る

ほ
か
、
従
業
員
の
た
め
の
子
育
て
支
援
に

取
り
組
む
事
業
者
の
認
証
制
度
な
ど
も
設

け
て
お
り
、
か
な
が
わ
ぐ
る
み
で
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
県
子
ど
も
家
庭
課

�　

－

　

－

4
6
6
6

045

210

参加者が子育て支援活動の中で感じ
た思いを即興劇で表現するプレイバ
ックシアターも行われました（劇団
プレイバッカーズ）
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里
親
制
度
へ
の
理
解
を
広
げ
て
い

く
た
め
に　

〜
子
育
て
支
援
講
座

「
里
親
制
度
を
知
ろ
う
」
が
開
催

　

我
が
国
で
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
家

庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
子
ど
も
た

ち
の
多
く
は
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
と

い
っ
た
施
設
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
厚
生

労
働
省
が
五
年
毎
に
行
う
「
児
童
養
護
施

設
入
所
児
童
等
調
査
結
果
（
平
成
十
五
年

二
月
現
在
）」
で
は
、
児
童
養
護
施
設
の
平

均
在
所
期
間
は
四
・
四
年
、
十
年
以
上
入

所
し
て
い
る
児
童
は
全
入
所
児
童
の
約
十

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
、

家
庭
に
近
い
養
育
環
境
の
中
で
育
て
て
い

く
た
め
「
里
親
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
平
成
十
七
年
度
の
統
計
に
よ
れ

ば
、
全
国
の
登
録
里
親
約
七
千
七
百
の
家

庭
の
う
ち
、
子
ど
も
を
委
託
さ
れ
て
い
る

里
親
家
庭
は
約
二
千
三
百
ほ
ど
（
子
ど
も

は
三
千
三
百
人
）に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

横
須
賀
市
で
は
、「
生
ま
れ
た
地
域
で

育
く
ん
で
、
安
心
し
て
自
立
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
地

域
で
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
去
る

十
一
月
三
日
か
ら
三
週
に
わ
た
り
、
市
児

童
相
談
所
と
市
里
親
会
、
家
庭
養
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
「
里
親
制
度
を
知
ろ

う
」
と
題
し
た
講
座
を
昨
年
に
引
き
続
き

開
催
し
ま
し
た
。「
里
親
」に
関
心
の
あ
る

二
十
八
名
（
昨
年
度
は
十
三
名
）
が
参
加

し
た
こ
の
講
座
で
は
、
市
内
の
児
童
養
護

施
設
の
見
学
や
里
親
制
度
の
理
解
、
里
親

家
庭
の
体
験
談
の
他
、
三
日
目
に
は
里
親

家
庭
で
過
ご
し
た
里
子
の
体
験
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
一
般
市
民

の
一
人
ひ
と
り
が
里
親
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
た
」、「
制
度
の
更

な
る
普
及
を
望
み
た
い
」、「
愛
着
の
あ
る

養
育
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と

い
っ
た
声
が
挙
げ
ら
れ
、
市
児
童
相
談
所

は
、「
社
会
的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
た

ち
に
必
要
な
力
と
し
て
、
ま
ず
は
里
親
制

度
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
最
初
の
ス
テ

ッ
プ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
平
成
十
七
年
度
に
小
田
原
児

童
相
談
所
が
子
育
て
支
援
講
座
の
一
環
と

し
て
、
里
親
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
、
里

親
希
望
者
の
開
拓
を
目
的
に
し
た
講
座
を

開
催
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
現
在
で
は

県
所
管
の
児
童
相
談
所
で
同
様
の
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
里
親
と
な
っ

た
事
例
も
う
ま
れ
る
な
ど
、
今
後
の
広
が

り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

﹇
里
親
制
度
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
県
内

各
児
童
相
談
所
ま
で
﹈
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ともしび運動「新行動指針」を策定しました 参加と協働の
ページ

ともしび運動

　平成１８年度で提唱３０周年を迎えたともしび運動の「新行動指針」が、この度決まりました。福祉タイムズ

４月号で紹介しました「素案」をもとに、より簡潔に、わかりやすい内容とすることができました。だれも

が主役の「ともに生きる福祉社会づくり」をめざし、より多くの人が新たな福祉活動への参加や、つながり

のきっかけづくりに活用していただくことを願い、ここに内容をご紹介します。今後、県社協ホームページ

への掲載や啓発リーフレットを作成する予定ですのでご活用ください。

「
新
行
動
指
針
」
策
定
の
趣
旨

　

と
も
し
び
運
動
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら
現

在
ま
で
、
地
域
を
基
盤
と
す
る
施
策
や
障

害
者
施
策
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
整
備

な
ど
福
祉
関
連
分
野
も
含
め
て
社
会
基
盤

の
整
備
が
す
す
む
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
当
事
者
に
よ
る
住
民
主
体
の
活

動
が
活
発
に
な
る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て

き
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
に
は
、
運
動
の
道
し
る

べ
と
し
て
「
と
も
し
び
運
動
・
行
動
指
針
」

を
策
定
し
、
運
動
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
二
十
年
近
く
が

過
ぎ
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
価
値

観
の
多
様
化
が
す
す
み
、
住
民
相
互
の
つ

な
が
り
が
希
薄
化
す
る
な
か
で
、
い
じ
め

や
虐
待
、
引
き
こ
も
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
な

ど
新
た
な
社
会
問
題
も
生
じ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
だ
れ
も
が

こ
れ
ら
の
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
と
ら
え
、
よ
り
一
層
、
福
祉
活
動
な
ど

へ
の
参
加
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
あ
ら
た

め
て
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
引
き
続
き
「
と
も
に
生
き
る

福
祉
社
会
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
地
域
福

祉
の
推
進
と
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

を
す
す
め
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
視
点
で

新
た
な
行
動
指
針
（
以
下
、「
新
行
動
指

針
」）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

「
新
行
動
指
針
」
の
視
点

①
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
、
外
国
籍

の
人
な
ど
、
だ
れ
も
が
主
役
に
な
り
、
多

様
な
人
と
の
つ
な
が
り
を
築
き
、
共
生
の

社
会
を
め
ざ
す
こ
と

②
福
祉
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
の
具
体
的
な
参
加
と
関
係
機
関
・

団
体
と
の
協
働
が
不
可
欠
な
こ
と

③
一
人
ひ
と
り
の
関
心
や
能
力
に
応
じ

て
、
参
加
・
行
動
で
き
る
環
境
を
社
会
的

に
整
え
る
こ
と

「
新
行
動
指
針
」
の
活
用

　

こ
の
「
新
行
動
指
針
」
は
、
一
人
ひ
と

り
の
県
民
、
企
業
や
団
体
の
方
な
ど
様
々

な
立
場
の
人
が
、
心
豊
か
に
支
え
あ
う
共

生
の
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
行
動
す
る
、

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
作
成

し
ま
し
た
。

　

当
事
者
も
含
め
、
よ
り
多
く
の
人
が
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
の
生
活
問
題
や
地

域
課
題
へ
の
気
づ
き
、
学
び
を
通
し
て
、

具
体
的
な
行
動
を
行
い
、
い
ろ
い
ろ
な
人

や
活
動
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
、
だ

れ
も
が
主
役
の
「
と
も
に
生
き
る
福
祉
社

会
づ
く
り
」
に
む
け
た
、
と
も
し
び
運
動

の
原
点
に
基
づ
い
た
指
針
で
す
。

　

市
町
村
と
も
し
び
運
動
推
進
組
織
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
県
民
の
行
動
を
広
げ

て
い
く
た
め
の
働
き
か
け
を
行
う
と
き
に

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

指
針
に
よ
る
行
動
を
促
す
た
め
の

組
織
の
役
割

（
１
）
市
町
村
域
（
市
町
村
と
も
し
び
運

動
推
進
組
織
な
ど
）

【
指
針
に
よ
る
行
動
を
住
民
に
広
げ
る
た

め
の
取
り
組
み
】

◇
行
動
指
針
や
ふ
れ
あ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
集

を
活
用
し
た
取
り
組
み
の
推
進

◇
障
害
者
週
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
よ
る

障
害
者
理
解
の
促
進

◇
地
域
で
の
暮
ら
し
や
つ
な
が
り
の
回
復

な
ど
、
と
も
に
生
き
る
う
え
で
大
切
に
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
機
会

の
提
供

◇
異
世
代
の
交
流
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
場
づ
く
り

◇
住
民
が
集
い
、
互
い
の
生
活
問
題
や
地

域
の
課
題
を
聞
く
場
や
学
び
の
場
づ
く
り

◇
Ｉ
Ｔ
活
用
普
及
啓
発
な
ど
を
と
お
し
た

障
害
者
の
社
会
参
加
の
支
援

◇
地
域
内
で
活
動
し
て
い
る
民
生
委
員
児

童
委
員
、
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
団

体
、
企
業
な
ど
の
活
動
情
報
の
提
供

◇
日
常
生
活
の
中
で
取
り
組
み
が
可
能
な

先
駆
的
な
事
例
の
紹
介

◇
地
域
の
課
題
に
対
応
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
の
推
進

◇
当
事
者
の
社
会
参
加
や
自
立
生
活
を
支

え
る
主
体
的
な
取
り
組
み
の
推
進
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（
２
）
県
域
（
県
社
協
）

【
指
針
に
よ
る
行
動
を
広
げ
る
た
め
の
取

り
組
み
を
行
う
組
織
へ
の
活
動
支
援
、
環

境
整
備
】

◇
市
町
村
と
も
し
び
運
動
推
進
組
織
、
市

町
村
社
協
な
ど
の
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く

り
に
む
け
た
、
具
体
的
実
践
へ
の
支
援

◇
市
町
村
と
も
し
び
運
動
推
進
組
織
の
情

報
交
換
、
先
進
事
例
な
ど
の
紹
介

◇
地
域
課
題
の
解
決
に
む
け
た
モ
デ
ル
事

業
や
県
域
で
取
り
組
む
方
が
効
果
的
な
事

業
の
実
施

◇
と
も
し
び
基
金
や
一
般
寄
付
金
の
効
果

的
な
活
用
と
県
民
理
解
の
促
進

（
３
）
行
政

　

と
も
し
び
運
動
は
福
祉
活
動
へ
の
住
民

参
加
を
な
に
よ
り
も
重
視
し
、
住
民
と
行

政
の
多
様
な
取
り
組
み
と
協
働
に
よ
り
、

「
と
も
に
生
き
る
福
祉
社
会
づ
く
り
」
を

目
標
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
い
わ

ば
、
地
域
福
祉
の
基
礎
と
な
る
理
念
で
あ

り
、
と
も
し
び
運
動
と
地
域
福
祉
と
は
一

体
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

市
町
村
で
進
む
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

や
推
進
を
通
し
て
、
住
民
の
主
体
的
参
加

と
協
働
に
よ
る
民
間
福
祉
活
動
の
基
盤
整

備
を
図
っ
て
い
く
役
割
が
大
切
で
す
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）
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行動指針①　暮らしの中で気づき、関心をもつ

　日々の生活の中で、何かに気づき、関心をもつこと。
そこから始めてみましょう。私たちの周りにいる人や、
住んでいる地域のことを見直すことで、何か新しい発見
があるはずです。
　マスコミで報道されることが多い虐待事件も、もし近
所の人やかかわりのある人たちが気づいていれば、深刻
な事態になる前に問題を発見できたかもしれません。
　このような深刻な問題だけではなく、私たちの周りに
いる人が困りごとや問題を抱えていることがあります。
　互いの存在を認め合うには、プライバシーに気を配り
ながら、いろいろなことに気づき、関心をもつことが大
切です。
【行動・取り組み例】
○自分とは異なる考え方や状況にある人がいることに気づく
○一人暮らしの高齢者や障害のある人たちが、どのよう
なことで不自由な生活をしているのか、関心をもつ

○自らのもつ技術や経験で、地域で何かできることがあ
るか調べる

行動指針②　気づいたことについて学び、理解を深める

　気づいたことや、少しでも関心をもったことについて、学
び、理解を深めてみましょう。
　高齢者の方へ電車やバスの中で、席を譲ったのに断られる
ことがあります。なぜ、座ってもらえないのでしょうか。ま
だ年寄り扱いされたくないとの気持ちからかもしれません
し、ひざを曲げるのが辛いからなのかもしれません。
　このようなこと以外にも、一見しただけでは、どうしていいか判
断のつかないことはよくあります。気づいたこと、関心をも
ったことを学び、理解を深めていくことは大切なことです。
　学びの場は、学校や講座だけではなく、人との会話や普段
の出来事など、日々の生活の中にたくさんあります。
　私たち一人ひとりの学びと理解は、みんながともに生きる
まちをつくっていく一歩につながります。
【行動・取り組み例】
○近所にいる子育て中の親や、高齢者の介護をしている人の
話を聞き、学ぶ

○住んでいる地域や通勤・通学している地域に、どんな活動
や問題があるのかを調べる

○ボランティア研修や講座に参加する
○地域の生活問題解決のために、近所の企業や団体の活動を
調べる

○ボランティア活動や社会福祉施設の活動には、どういうも
のがあるのかを学ぶ

行動指針③　気づいたことに対して行動し、発信する

　地域の様々な生活問題に気づき、関心をもつことがで
きたら、何か具体的な行動に踏み出してみましょう。
　気づいたこと、学んだことを身近な人や地域の人に発
信してみましょう。そして、価値観の違いも認めあい、
地域での問題や原因を明らかにし、自分自身でできるこ
と、地域のみんなで解決できるものは、具体的に取り組
みましょう。すぐに解決できないことは、関係団体や機
関にも問題を投げかけ、解決にむけた協働の取り組みに
つなげていきましょう。
　具体的な行動は、身近な地域でグループや団体、企業
などができることから、無理のない範囲ではじめましょ
う。
【行動・取り組み例】
○自分のこと、周りのことで気づいたことを家族や地域
に伝える

○困っている人がいたら、まず声をかけ、求められれば手伝う
○地域活動やボランティア活動に参加する
○様 な々ハンディのある人も使える、製品やサービスを調べ
る

行動指針④　他の人やグループ・団体とつながる、つなげる

　個人、グループ、団体、施設、企業、行政など、いろ
いろな立場の人が、みんなで手を携えていくことが、活
動の広がりにつながります。
　一人暮らしの高齢者や障害者にとっては、日々の生活
でのごみ出しや、蛍光灯の取り替えが大変であったり、
いろいろと生活上の困りごとになることがあります。
このような問題を解決するときに、近隣の人が連携して
支えていくことができれば、活動も続けやすくなりま
す。また、近所に知り合いも増え、災害時にも日頃のつな
がりが生きてくるはずです。
　みんながともに生きていく福祉社会づくりのためには、日ご
ろから、様々な形で人や地域とつながっていることが大
切です。
【行動・取り組み例】
○世代や立場を超えた交流の機会に参加する
○問題を解決していくために、近隣の人やグループ・団
体、関係機関に協力を求める
○地域の住民や様々な団体が交流できる機会を設け、ネ
ットワークをつくる
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でか
けてみませんかでか
けてみませんか

あ
い
ラ
グ
ー
ン
」
は
海
の
生
き
も
の
た
ち

と
間
近
で
ふ
れ
あ
え
る
施
設
。
シ
ロ
イ
ル

カ
や
ク
ジ
ラ
に
さ
わ
っ
た
り
、
飼
育
ト
レ

ー
ナ
ー
に
イ
ル
カ
や
ア
ザ
ラ
シ
の
プ
ー
ル

へ
案
内
し
て
も
ら
っ
た
り
、
子
ど
も
も
大

人
も
大
興
奮
。
生
き
も
の
た
ち
の
体
温
を

身
近
に
感
じ
、
今
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
が

な
い
感
動
を
得
ら
れ
ま
す
。

　

十
二
月
二
十
五
日
ま
で
は
「
ア
ク
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
前
広
場
に
「
ド
ル
フ
ィ

ン
ツ
リ
ー
」
が
登
場
。
土
・
日
・
祝
日
と

二
十
五
日
に
は
ペ
ン
ギ
ン
と
オ
タ
リ
ア

（
ア
シ
カ
の
仲
間
）
に
よ
る
愛
嬌
た
っ
ぷ

り
の
ツ
リ
ー
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
す
。　

　
「
ド
ル
フ
ィ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
で
は
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
た
ダ
イ
バ
ー
が

イ
ル
カ
た
ち
に
エ
サ
や
オ
モ
チ
ャ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
タ
イ
ム
」
が
催
さ
れ
る
ほ
か
、
各
所
で

ク
リ
ス
マ
ス
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
。

二
十
二
日
〜
二
十
四
日
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

花
火
シ
ョ
ー
「
ク
リ
ス
マ
ス
花
火
シ
ン

フ
ォ
ニ
ア
」
も
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
」
に
は
Ａ
・
Ｂ
型
レ

ン
タ
ル
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
一
日
五
百
円
）、
三

　１９９３年、子育て中のおかあさんが集まり、子育てタウン情報誌「ま
まとんきっず」を発行。以後、子育てに関するメール相談、地域の親
子が集うサロン運営、各種講座の開催など、子育て支援活動を展開。
２００４年「かながわボランタリー活動推進基金２１ボランタリー活動奨励
賞」、２００６年「第１９回神奈川県地域社会事業賞」を受賞。おかあさん
たちの目線による情報誌・単行本の発行物は３０冊を数え、一部は海外
でも翻訳出版。最新刊は「ままとんきっず１６号　幼稚園・保育園特集
２００７・０８年度版」（ままとんきっず）、「先輩ママの『私はこうして乗
り切った！』妊娠・出産／０歳児／１歳児」３冊シリーズ（ＰＨＰ研
究所）、「各駅発�ファミリーおでかけガイド神奈川」（メイツ出版）。
〈連絡先〉川崎市多摩区菅稲田堤３－５－４３　�／FAX：０４４－９４５－８６６２
HP:http://www.mamaton.jpn.org/

NPO法人　ままとんきっず
シーサイドラインで行く
～横浜・金沢の旅～

　いよいよ師走となり、あわただしさを感じる毎日。でも、
ふと足を止めてみれば、街にはクリスマスのイルミネーショ
ンが輝き、１年中でもっとも、うきうきわくわくする季節で
す。今回は金沢八景駅と新杉田駅を結ぶシーサイドラインに
乗り、クリスマスイベントが楽しい「横浜・八景島シーパラ
ダイス」と「横浜ベイサイドマリーナ　ショップス＆レスト
ランツ」へ訪れる旅をご紹介しましょう。

サ
ン
タ
と
イ
ル
カ
が
一
緒
に
泳
ぐ 

「
横
浜
・
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

　

初
め
に
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
八
景
島
駅

か
ら
徒
歩
五
分
の
「
横
浜
・
八
景
島
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス
」
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

島
内
に
は
水
族
館
三
施
設
「
ア
ク
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」「
ド
ル
フ
ィ
ン
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
」「
ふ
れ
あ
い
ラ
グ
ー
ン
」
と
一
四

種
類
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
揃
う
「
プ
レ

ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
入

島
は
無
料
で
す
が
、
各
施
設
で
チ
ケ
ッ
ト

が
必
要
に
な
る
の
で
、
時
間
を
か
け
て
お

も
い
き
り
楽
し
み
た
い
場
合
は
、
お
得
な

「
ア
ク
ア
リ
ゾ
ー
ツ
パ
ス
」
や
「
ワ
ン
デ

ー
パ
ス
」
な
ど
を
購
入
す
る
の
が
お
す
す

め
で
す
。

　

今
年
の
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ふ
れ

「ドルフィンファンタジー」の「クリ
スマスファンタジータイム」では、サン
タがシロイルカにキス！

マフラー姿のペンギンにタッ
チできる「ふれあいラグーン」
の「ふれあいパフォーマンス 
クリスマスバージョン」

カ
所
の
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
に
は
授
乳
室
、
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
調
乳
用
の
給
湯
器
、
ト
イ

レ
に
は
オ
ム
ツ
替
え
シ
ー
ト
が
用
意
さ

れ
、
オ
ム
ツ
を
販
売
し
て
い
る
お
店
も
あ

る
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
に
も
や
さ
し
い

八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
。
全
室
オ
ー

シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
「
ホ
テ
ル
シ
ー
パ
ラ
ダ

イ
ス
イ
ン
」
も
設
け
ら
れ
、
一
泊
二
日
で

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
の
も
一
案
で
す
。

 
白
い
雪
が
降
っ
て
く
る 

「
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
マ
リ
ー
ナ 

シ
ョ
ッ
プ
ス
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
ツ
」 

　

次
は
、
鳥
浜
駅
か
ら
徒
歩
五
分
の
「
横

浜
ベ
イ
サ
イ
ド
マ
リ
ー
ナ　
シ
ョ
ッ
プ
ス

＆
レ
ス
ト
ラ
ン
ツ
」
の
紹
介
で
す
。

　

ヨ
ッ
ト
が
停
泊
す
る
マ
リ
ー
ナ
に
面
し

た「
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
マ
リ
ー
ナ　

シ
ョ

ッ
プ
ス
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
ツ
」は
、ブ
ラ
ン
ド
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
小
田
急
線

伊
勢
原
駅
よ
り
徒
歩
十
五
分
の
と
こ
ろ

に
あ
る「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
き
う
い
」

で
す
。

わ
り
で
取
り
入
れ
る
な
ど
、
メ
ニ
ュ
ー

も
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
昼
時
に
は

二
階
か
ら
い
い
匂
い
が
し
て
く
る
の

で
、
一
階
の
作
業
所
で
働
い
て
い
る
皆

さ
ん
も
食
事
が
楽
し
み
の
よ
う
で
す
。

ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
さ
ん
は
接
客
・
配
膳
と

大
忙
し
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
へ
の
気

配
り
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ　
in

「
き
う
い
」の
ご
紹
介

索
硬
化
症
）
の
方
の
入
居
施
設
な
ど
が

あ
り
、
シ
ョ
ッ
プ
は
、
一
階
で
作
業
所

製
品
等
の
販
売
を
、
二
階
で
食
事
の
提

供
を
し
て
い
ま
す
。

　

野
菜
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
定
食
は
四

百
円
と
値
段
も
安
く
、
肉
・
魚
を
日
替

う
で
す
が
、
市
役
所
や
農
協
の
近
く
に

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

◇
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
き
う
い
◇

　

伊
勢
原
市
池
端　
　１８１
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平
成
十
年
に
開
店
し
て

以
来
、
大
山
の
ふ
も
と
近

く
に
店
舗
が
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
十
九
年
四
月

に
、
運
営
主
体
で
あ
る
地

域
作
業
所「 
貴  
有  
意 
の
郷
」

き 

う 

い

と
と
も
に
難
病
支
援
セ
ン

タ
ー（
福
祉
複
合
ハ
ウ
ス
）

の
一
角
に
移
転
し
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側

　

ま
た
、
作
業
所
製
品
の
中

で
人
気
な
の
は
、
大
小
そ
ろ

っ
た
巾
着
袋
や
、
携
帯
電
話

や
カ
バ
ン
な
ど
に
つ
け
る
わ

ら
じ
モ
チ
ー
フ
の
飾
り
で

す
。
こ
の
わ
ら
じ
は 
笑  
楽  
路 

わ 

ら 

じ

と
名
づ
け
ら
れ
、
外
国
の
方

へ
の
土
産
物
と
し
て
も
喜
ば

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

建
物
の
名
称
か
ら
な
の

か
、
な
か
な
か
地
域
の
方
た

ち
が
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
そ
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＝インフォメーション＝＝インフォメーション＝
【横浜・八景島シーパラダイス】
■電　話
０４５－７８８－８８８８（インフォメーション）
■料　金
・アクアリゾーツパス（水族館３施設
パス）大人２７００円、小・中学生１６００
円、４歳以上８００円、６５歳以上２２００
円

・ワンデーパス（アクアリゾーツ＋プ
レジャーランドパス）大人４９００円、
小・中学生３５００円、４歳以上２０００円
ほか（１２月～２月は割引あり）

■営業時間
冬期のアクアミュージアム、ふれあ
いラグーンは１０時～１７時３０分（土・
日・祝日は１９時まで）※施設・季節
により異なる。１/１５～１/２５は一
部施設休。

【横浜ベイサイドマリーナ
ショップス＆レストランツ】
■電話　０４５－７７５－４４４６
■営業時間　１０時～２０時※レストラ
ンは店舗により異なる。不定休。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
シ
ュ
ー
ズ
、
イ
ン
テ
リ

ア
雑
貨
な
ど
の
シ
ョ
ッ
プ
約
八
〇
店
舗
が

並
ぶ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
。
常
に
三
〇

〜
七
〇
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
人
気
ブ
ラ
ン
ド
を
購

入
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
で
唯
一

の
キ
ッ
ズ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
だ
け

の
専
門
館
「
キ
ッ
ズ　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ツ
」
が

あ
る
の
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

十
二
月
二
十
五
日
ま
で
は
海
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
ブ
ル
ー
の
ツ
リ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
飾
ら
れ
、幻
想
的
な

雰
囲
気
。
一
五
時
〜
一
九
時
の
毎
時
〇
分

に
は
一
階
広
場
に
人
工
の
雪
が
降
り
、
あ

ま
り
の
美
し
さ
に
た
め
息
が
。
子
ど
も
た

ち
も「
雪
だ
、雪
だ
」と
歓
声
を
あ
げ
ま
す
。

　

中
央
入
口
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
で
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
無
料
で
借

り
ら
れ
、「
キ
ッ
ズ　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ツ
」に
は

調
乳
用
給
湯
器
や
オ
ム
ツ
自
動
販
売
機
を

備
え
た
授
乳
室
、
ト
イ
レ
に
は
オ
ム
ツ
替

え
シ
ー
ト
を
完
備
と
、
こ
ち
ら
も
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
に
や
さ
し
い
施
設
。
安
心
し
て
の

ん
び
り
と
お
買
い
物
を
楽
し
め
ま
す
。

一九世紀のアメリカの港町をモチーフ
として造られた施設を彩るクリスマス
イルミネーション（写真は昨年のもの）
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小
田
原
市
の
巻

〜
住
民
・
施
設
の
強
み
を
活
か
し
て

連連載載

神
奈
川
の
福
祉
は
今
【
第
八
回
】

神
奈
川
の
福
祉
は
今　
【
第
八
回
】

面　　積：１１４．０９平方㎞
人　　口：１９８，８８１人（２００７年１０月現在）
高齢化率：２１．２％
施 設 数：高齢者福祉施設等３８

（特養・老健・グループホーム・デイサービスセンター等）
障害者福祉施設等２３
（更生施設・授産施設・支援施設・地域作業所等）
保育所３２、児童養護施設１、知的障害児施設１、
知的障害児通園施設２、重症心身障害児施設１

大和市�

小田原市�

大磯町�

平塚市平塚市�平塚市�

相模原市相模原市�相模原市�

　

小
田
原
市
は
、
神
奈
川
県
の
南
西
に
位

置
し
、
市
の
中
央
部
の
足
柄
平
野
を
酒
匂

川
が
南
北
に
流
れ
、
南
部
は
相
模
湾
に
面

し
て
い
ま
す
。
北
条
氏
以
来
の
城
下
町
と

し
て
知
ら
れ
、
東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て

も
栄
え
て
き
た
歴
史
あ
る
街
で
す
。

日
常
生
活
圏
域
で
の
支
援
に
向
け
て

　

市
と
市
社
協
が
連
携
し
、
十
九
年
三
月

に
策
定
し
た
地
域
福
祉
計
画
及
び
活
動
計

画
で
は
、
日
常
的
な
生
活
圏
域
で
あ
る
市

内
二
十
五
地
区
の
連
合
自
治
会
単
位
に
設

置
さ
れ
た
地
区
社
協
を
地
域
福
祉
推
進
の

大
き
な
担
い
手
と
位
置
づ
け
、
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
（
※
）
の
強
化
や
サ
ロ

ン
の
推
進
な
ど
を
通
じ
、「
人
間
と
人
間

の
よ
り
良
い
交
際
が
で
き
る
地
域
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
見
守
り
強
化
の
た
め
に

　

小
田
原
市
社
協
で
は
、
平
成
二
年
か
ら

七
十
歳
以
上
の
全
市
民
を
対
象
と
し
た

「
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
調
査
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
住
民
の
持
つ
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
の
見
守

り
活
動
を
強
化
す
る
こ
の
調
査
は
、
今
年

は
「
お
達
者
チ
ェ
ッ
ク
」
と
名
を
変
え
、

地
区
社
協
が
中
心
と
な
っ
て
七
十
五
歳
以

上
を
対
象
に
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
進
行
担
当
者
は
、

「
調
査
に
よ
り
緊
急
性
の
あ
る
ニ
ー
ズ
を

発
見
し
た
場
合
、
民
生
委
員
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
対
応
す
る
と

と
も
に
、
地
域
で
は
災
害
時
に
備
え
た
日

頃
の
見
守
り
活
動
に
活
用
す
る
ほ
か
、
約

九
割
と
い
う
高
い
回
答
率
を
持
つ
調
査
結

果
を
貴
重
な
デ
ー
タ
と
し
て
地
域
福
祉
活

動
に
活
か
し
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

住
民
の
声
を
意
欲
に
つ
な
げ
る 

〜
早
川
地
区
社
協
で
の
取
組
み

　

小
田
原
市
の
西
部
に
位
置
す
る
早
川
地

区
で
は
、
介
護
予
防
の
た
め
「
貯
筋
教
室
」

と
呼
ば
れ
る
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
毎
週
金
曜
、
約
三
十
名
が
集

ま
り
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
や
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
を
講
師
に
招
い
て
に

ぎ
や
か
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

貯
筋
教
室
は
、
平
成
十
九
年
一
月
、
市

が
地
域
支
援
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
実

施
、
三
カ
月
の
予
定
期
間
を
終
え
た
後
、

参
加
者
の
「
も
っ
と
続
け
た
い
」
と
い
う

希
望
で
同
年
四
月
に
地
区
社
協
の
自
主
事

業
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
自
主
事
業

に
な
っ
て
か
ら
は
参
加
対
象
年
齢
を
引
き

下
げ
、
柔
軟
に
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
の
会
長
で
あ
る
下
田
勝
也
さ

ん
は
「
参
加
者
の
�
や
り
た
い
�
と
い
う

声
を
大
切
に
、
貯
筋
教
室
と
つ
な
げ
て
手

品
教
室
等
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
場
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
多
く
の
人
が
楽

し
く
参
加
で
き
る
事
業
を
次
々
と
創
り
だ

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
早
川
地
区
で
実
施
さ
れ
た
お
達

者
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
対
象
を
七
十
五
歳
以

上
で
は
な
く
七
十
歳
以
上
に
設
定
し
ま
し

た
。「
お
達
者
チ
ェ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
、

住
民
と
も
っ
と
顔
見
知
り
に
な
れ
ま
し

た
。
見
守
り
や
声
か
け
を
続
け
、
早
川
の

よ
う
な
高
齢
者
が
多
い
地
区
で
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
民
生
委

員
の
矢
崎
文
子
さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、
丁

寧
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※「
一
人
の
不
幸
も
見
逃
さ
な
い
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
立
ち
上
げ
ら

れ
た
。
単
位
自
治
会
あ
る
い
は
民
生
委
員
の
活

動
エ
リ
ア
を
単
位
に
、
自
治
会
長
や
民
生
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
中
心
に
チ
ー
ム
編

成
さ
れ
、
平
成
十
七
年
度
時
点
で
二
一
四
チ
ー

ム
、
二
五
六
四
名
が
参
加
。
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地
域
に
根
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
展
開 

〜
小
田
原
福
祉
会
の
取
組
み

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
虹
の
会
」

と
協
力
し
て
行
う
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
（
福
）
小
田
原
福
祉
会
・
潤
生
園
で
は
、

平
成
二
年
か
ら
、
土
・
日
・
祝
日
を
担
当

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
虹
の
会
」

の
協
力
の
も
と
、
三
百
六
十
五
日
対
応
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

虹
の
会
の
今
井
久
さ
ん
は
、
四
年
前
、

市
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
を
見
て
参

加
し
ま
し
た
。「
配
食
先
の
方
々
と
の
ふ

れ
あ
い
が
う
れ
し
く
て
続
け
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
き
っ
か
け
に
福
祉
や
介

護
の
知
識
が
得
ら
れ
、
自
分
の
老
後
の
生

活
の
参
考
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、
配

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。

◇
在
宅
福
祉
を
支
え
る
身
近
な
拠
点
「
れ

ん
げ
の
里
」

　

小
田
急
蛍
田
駅
か
ら
徒
歩
三
分
、
住
宅

地
の
中
に
建
つ
潤
生
園
在
宅
介
護
総
合
セ

ン
タ
ー
「
れ
ん
げ
の
里
」
は
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
併
設
、
地
域

の
在
宅
介
護
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
平
成

十
八
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

れ
ん
げ
の
里
で
は
常
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
利
用
者
と
職
員
の
楽
し
そ
う
な
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
研
修
室
は
地
域
の
会

合
な
ど
に
貸
し
出
さ
れ
、
住
民
の
身
近
な

つ
ど
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

れ
ん
げ
の
里
の
秋
山
基
子
さ
ん
（
潤
生

園
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
）

は
、「
毎
日
地
域
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
来
て
も
ら
う
こ
と
で
、
日
常
的
な
利
用

者
と
の
交
流
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
利
用
す
る
方
だ
け
の
施
設
で
は
な

く
、
地
域
の
中
の
ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
運
営
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

小
田
原
市
で
は
、
日
頃
の
見
守
り
活
動

を
行
う
地
区
社
協
や
、
地
域
に
重
き
を
置

き
専
門
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る

社
会
福
祉
法
人
、
そ
し
て
住
民
も
担
い
手

と
し
て
巻
き
込
み
、
互
い
に
強
み
を
活
か

し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
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　ＮＰＯ法人「かながわ障がいケアマネ

ジメント従事者ネットワーク」（以下、Ｋ

ＣＮ）は、「障がいのある市民が、地域

で自立した生活を送ることのできる地域

社会の実現」を大きな目標として掲げ、

その具体的な取組みとして、障がいのあ

る人の相談支援（ケアマネジメント）に

携わる従事者等の意識や専門性の向上を

目指した人材育成とネットワーク形成を

重点に置いた活動を展開しています。

　これらは、平成１２年より神奈川県が実

施してきた「障害者ケアマネジメント従

事者養成及び現任研修」の官民の演習講

師等が中心となり、相談支援従事者やサ

ービス管理責任者、福祉現場職員などを

対象として、官民が培ってきた相談支援

のノウハウ等を提供すること、さらに人

的交流の機会を創ることを目的に研修会

や交流会を企画・開催しています。

　地域の一員として、障がい福祉に携わ

り今を担う一片として、私たちも何か出

来ることはないかとの思いが、ＫＣＮと

いうかたちになりました。これから多く

の方々にご協力いただきながら、積極的

な活動を展開していきたいとメンバー一

同考えております。どうぞよろしくお願

いいたします。

◇連絡先：電話　０４５－２２７－７０４４　

ＦＡＸ　０４５－２１２－９０４４

Ｅメール　run@kcn.or.jp

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク182
ご存知ですか？
～かながわ障がいケアマネジメント

従事者ネットワークの取組み～

かながわ障がいケアマネジメント従
事者ネットワーク
　丹沢自律生活センター総合相談室 

岡西　博一

講師の先生と一緒に「いちに！さん
し！」。運動後はみんなで手をつな
いで歌を歌い、「また来週ね！」（早
川地区貯筋教室）

ひな祭りに向け　“つるし雛”作り。
「こっちにも早く教えて～！」ボラ
ンティアの方は大忙し（潤生園れん
げの里）
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ひろば�ひろば�
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東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
母
と
子
の

つ
ど
い 

〜
ジ
ョ
ン
ソ
ン
㈱
の
寄
付
よ
り

　

今
年
も
十
月
二
十
八
日
に
母
と
子
の
つ

ど
い
が
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
県
内
の
母
子
生
活
支

援
施
設
に
入
所
す
る
母
親
と
子
ど
も
を
対

象
に
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を
図
る

と
と
も
に
、
日
帰
り
旅
行
を
通
じ
て
計
画

性
・
協
調
性
を
身
に
付
け
自
立
す
る
こ
と

を
目
的
に
例
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
過

去
に
は
、
金
沢
区
の
海
の
公
園
で
の
潮
干

狩
り
や
近
隣
施
設
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
十

四
年
か
ら
、
横
浜
に
本
社
を
置
く
ジ
ョ
ン

ソ
ン
㈱
か
ら
寄
付
を
受
け
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
㈱
は
、
家
庭
向
け
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
用
品
、
食
品
保
存
用
品
、
殺
虫
剤

な
ど
の
世
界
的
な
有
名
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

S
C
Joh
n
son
&
S
on
,in
c.

の
日
本
法
人
で

す
。
米
国
本
社
の
社
会
貢
献
活
動
方
針
に

沿
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ

れ
の
国
や
地
域
の
人
々
の
生
活
の
質
を
高

め
る
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
、
児

童
福
祉
関
連
へ
の
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
母
と
子
の
つ
ど
い
を
支
援
し
、
昨
年

ま
で
の
五
年
間
で
千
三
百
三
十
三
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
今
年
も
総
勢
三
百
六

十
四
人
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
賑
わ
う
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
終
了
後
、
参
加
者

よ
り
ジ
ョ
ン
ソ
ン
㈱
に
、
お
礼
・
感
謝
の

手
紙
や
寄
書
き
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
日
ご

ろ
出
か
け
る
機
会
が
少
な
い
、
Ｄ
Ｖ
被
害

等
で
入
所
し
て
い
る
親
子
に
と
っ
て
は
外

で
過
ご
す
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

広
が
る
人
材
確
保
難
と
求
職
者
の
施
設

選
別
〜
福
祉
施
設
等
就
職
相
談
会
開
催

　

高
齢
者
介
護
の
担
い
手
不
足
と
介
護
職

の
離
職
率
の
高
さ
な
ど
に
よ
り
福
祉
人
材

の
確
保
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
十
一
月
十

六
日
、
二
十
二
日
と
二
日
間
に
渡
り
、
横

浜
文
化
体
育
館
で
福
祉
施
設
等
就
職
相
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
会
は
、
福
祉
施
設
等
へ
の
就

職
を
支
援
す
る
た
め
、
福
祉
の
仕
事
に
関

心
を
寄
せ
る
人
と
県
内
の
福
祉
施
設
の
求

人
者
等
が
一
堂
に
会

し
面
談
等
を
実
施
す

る
も
の
で
、
今
年
は

二
日
間
で
延
べ
二
百

十
二
法
人
等
の
人
事

・
採
用
担
当
者
と
求

職
者
約
六
百
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
施
設
等
の
種
別
内
訳
は
、

高
齢
者
関
係
が
七
割
強
、
障
害
者
関
係
が

二
割
弱
、
児
童
関
係
が
一
割
弱
で
し
た
。

昨
年
と
比
べ
る
と
、
児
童
養
護
施
設
や
保

育
所
、
知
的
障
害
施
設
関
係
法
人
の
参
加

が
増
え
、
福
祉
施
設
全
体
が
人
材
を
求
め

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
「
職
安
や
新
聞
折
込
に
求
人
広
告
を
出

し
て
も
全
く
応
募
が
な
い
」、「
非
常
勤
や

パ
ー
ト
で
な
く
、
常
勤
の
介
助
員
や
事
務

員
で
す
ら
な
か
な
か
応
募
し
て
も
ら
え
な

い
」
と
い
う
状
況
で
、「
就
職
相
談
会
に
は

期
待
し
て
来
た
」
と
い
う
各
施
設
関
係
者

の
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、「
思
っ
た
よ
り

求
職
者
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
漏
ら
す

事
業
所
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

面
談
者
が
二
〜
三
名
に
と
ど
ま
っ
て
し

ま
っ
た
法
人
か
ら
二
十
数
名
の
面
談
者
が

集
ま
っ
た
居
宅
介
護
事
業
所
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
運
営
す
る
事
業
所
ま
で
あ
り
、
求
職

者
の
関
心
に
は
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
求
職
者
か
ら
は
、「
就
職
す
る
前
に

あ
る
程
度
施
設
側
と
面
談
を
し
て
内
情
を

知
っ
て
お
き
た
い
」、「
今
日
来
た
の
は
、

先
週
よ
り
精
神
障
害
関
係
の
参
加
施
設
が

多
か
っ
た
か
ら
」
と
い
っ
た
感
想
が
き
か

れ
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
の
求
人
難
の
一

方
で
、
個
別
に
は
高
い
動
機
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
ひ
き
つ
づ
き
、
就

職
相
談
会
を
筆
頭
に
、
求
職
者
が
事
前
に

施
設
の
様
々
な
情
報
収
集
や
分
析
が
で
き

る
機
会
を
数
多
く
設
け
、
就
職
活
動
の
促

進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
取
組
み
を
す
す
め

て
ま
い
り
ま
す
。　（

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）
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第
六
回
か
な
が
わ
シ
ル
バ
ー
美
術
展 

〜
感
性
あ
ふ
れ
る
力
作
ぞ
ろ
い

　

去
る
八
月
三
十
日
（
木
）
か
ら
九
月
二

日
（
日
）
ま
で
、
県
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
て
第
六
回
か
な
が
わ
シ
ル
バ
ー
美
術

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
美
術
展

は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
文
化
活
動
へ

の
参
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
お
り
、
回
を
重
ね
る
度
に
出
品
点
数

が
増
え
、
六
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
六
四

七
点
の
応
募
が
あ
り
、
展
示
作
品
の
総
数

は
五
二
三
点
と
、
県
内
随
一
の
広
さ
を
誇

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
作
品
で
埋
め
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
優
秀
作
品
を
選
ぶ
審
査
会
で

は
、
ど
の
作
品
も
見
事
な
出
来
栄
え
に
審

査
員
の
先
生
方
も
腕
を
組
み
、
悩
み
な
が

ら
作
品
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

第
三
回
か
な
が
わ
シ
ニ
ア
短
歌
大
会 

〜
日
々
の
思
い
を
短
歌
に
託
し
て

　

五
月
か
ら
作
品
募
集
を
始
め
た
第
三
回

か
な
が
わ
シ
ニ
ア
短
歌
大
会
も
十
月
十
三

日
（
土
）
に
表
彰
式
並
び
に
大
会
を
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
の

応
募
者
総
数
は
一
、
一
二
六
名
と
昨
年
度

と
ほ
ぼ
同
数
で
し
た
が
、
こ
の
大
会
は
応

募
点
数
が
大
変
多
く
、
二
千
首
を
超
え
ま

す
。
作
品
の
審
査
に
は
か
な
り
の
時
間
を

要
す
る
た
め
、
審
査
員
と
な
る
選
者
の

方
々
が
選
考
作
業
を
効
率
よ
く
進
め
ら
れ

る
よ
う
応
募
作
品
一
覧
表
を
作
成
し
た

り
、
全
て
の
応
募
作
品
を
作
品
集
に
掲
載

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
り
す
る

際
に
は
一
言
一
句
を
間
違
え
な
い
よ
う
に

神
経
を
使
い
ま
す
し
、
大
変
な
労
力
を
要

し
ま
す
が
、
そ
の
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
方
々
に
お
手
伝
い
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
今
年
も
無
事
に
表
彰
式
ま
で

に
作
品
集
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
毎
年
シ
ニ
ア
短
歌
大
会
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る『
さ
ざ
な
み
会
』
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

さ
ざ
な
み
会
と
は

　

短
歌
の
好
き
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、

普
段
は
歌
会
を
中
心
と
し
た
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
一
昨
年
に
「
第
一
回
か
な
が
わ

シ
ニ
ア
短
歌
大
会
」を
開
催
し
た
時
か
ら
、

応
募
作
品
の
誤
字
・
脱
字
や
破
調
に
つ
い

て
確
認
作
業
を
お
願
い
し
て
お
り
、
今
年

で
三
回
目
を
数
え
ま
す
。

　

作
業
の
会
場
に
お
邪
魔
し
た
と
こ
ろ
、

張
り
の
あ
る
声
で
応
募
作
品
の
読
み
合
わ

せ
を
次
々
と
進
め
て
い
ま
し
た
。「
こ
の

作
業
の
三
種
の
神
器
は
、
電
子
辞
書
と
ル

ー
ペ
な
の
よ
。
あ
ら
、
三
種
と
い
う
に
は

一
つ
足
り
な
い
わ
ね
」
と
い
う
と
皆
が
ド

ッ
と
笑
う
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
、
作
業
は
順
調
に
進
み
、
二
千
首
に

も
上
る
作
品
の
確
認
を
夕
刻
前
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
依
頼
を
受

け
た
第
一
回
の
大
会
で
は
、
勝
手
が
分
か

ら
ず
朝
早
く
か
ら
外
が
真
っ
暗
に
な
る
ま

で
か
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
回
を
重
ね
る

毎
に
手
際
よ
く
作
業
を
す
す
め
る
コ
ツ
が

少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
た
く
さ
ん
の
作
品
を
一
つ
ひ
と
つ
読

み
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
誤
字
・
脱
字
な

ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
は
本
当
に
大

変
な
作
業
で
す
が
、
私
た
ち
の
歌
の
勉
強

に
な
り
ま
す
」
と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
こ
の
短

歌
大
会
を
き
っ
か
け
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム

か
ら
の
「
短
歌
を
作
り
た
い
の
で
教
え
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
ご
要
望
に
お
応
え
し

て
、
短
歌
の
指
導
を
引
き
受
け
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

か
な
が
わ
シ
ニ
ア
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
自
分

の
持
て
る
力
を
出
し
合
い
、
多
く
の
人
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
を
も
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nenrin.or.jp/kanagaw

a/

（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ニ
ア　

　

活
動
支
援
担
当
）
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シ
ニ
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短
歌
大
会
大
賞
作
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桑
田
よ
し
子

か
な
が
わ
シ
ニ
ア
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
の
事
業
か
ら

―
か
な
が
わ
シ
ル
バ
ー
美
術
展
・
か
な
が
わ
シ
ニ
ア
短
歌
大
会
開
催
―

かながわシルバー美術展大賞（県知事賞）　
彫刻・工芸の部
小端　裕一　「警鐘（地球温暖化末路？）」
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★
民
生
委
員
・
児
童
委
員
必
携
第　

集
52

〜
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
関
係
機
関
・

専
門
家
と
の
連
携
（
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
）

★
神
奈
川
福
祉
事
業
協
会
事
業
概
況　

平
成　

年
度
（
神
奈
川
県
福
祉
事
業
協

18

会
）

�

★
杉
山
孝
博　
Dr.

の
「
認
知
症
の
理
解
と
援
助
」（
杉
山

孝
博
著
・
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

編
、
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
）

　

多
く
の
家
族
と
患
者
に
接
し
、深

く
丁
寧
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
家

族
か
ら
学
び
、学
ん
だ
こ
と
を
ま
た

家
族
に
伝
え
る
熱
血
医
師
の
講
演
録

で
す
。認
知
症
の
知
識
か
ら
対
応
の

仕
方
、最
近
の
動
き
ま
で
わ
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
寿
町
ド
ヤ
街
第
３
号
寿
町
は
今
（
こ

と
ぶ
き
共
同
診
療
所
寿
町
関
係
資
料
室
）

★
社
会
福
祉
協
議
会　

財
務
・
経
営
Ｑ

＆
Ａ
（
藤
井
賢
一
郎
・
鈴
木
俊
昭　

著
、

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
校
区
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
！
〜
住

民
が
築
く　

の
小
地
域
福
祉
活
動
（
全

17

国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）

★
自
治
体
の
地
域
福
祉
戦
略
（
牧
里
毎

治
・
野
口
定
久
・
武
川
正
吾
・
和
気
康

太
編
著
、
学
陽
書
房
）

★
パ
ー
ソ
ン　

セ
ン
タ
ー
ド　

プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
）
本
人
を
中
心
に
据

え
た
計
画
づ
く
り　

上
・
下
巻（
ス
テ
ィ

ー
ブ
・
ホ
ル
バ
ー
ン
／
ピ
ー
タ
ー
・
Ｍ

・
ビ
ー
ツ
ェ
編
著
、
中
園
康
夫
・
武
田

則
昭
・
末
光
茂
監
訳
、
相
川
書
房
）

★
ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル
に
よ
る
介
護

予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
理
論
と
実

際
（
介
護
予
防
研
究
会　

監
修
・
白
澤

政
和
編
、
中
央
法
規
）

★
活
か
そ
う
、
福
祉
用
具
の
「
ひ
や
り

は
っ
と
」（
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会　

監
修

・
東
畠
弘
子
編
著
、
中
央
法
規
）

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
実
践
〜
地
域
福
祉
を
拓
く
（
平
坂
義

則
・
永
田
祐
編
著
、
久
美
）

★
成
年
後
見
の
法
律
相
談
〈
改
訂
版
〉

（
赤
沼
康
弘
・
鬼
丸
か
お
る
編
著
、
学

陽
書
房
）

★
事
業
概
要
二
〇
〇
七
年
版
（
神
奈
川

県
児
童
医
療
福
祉
財
団
（
小
児
療
育
相

談
セ
ン
タ
ー
））

★
横
浜
市
福
祉
調
整
委
員
会
平
成　

年
18

度
運
営
状
況
報
告
書
（
横
浜
市
健
康
福

祉
局
相
談
調
整
課
）

★　

周
年
記
念
誌
（
神
奈
川
県
重
症
心

30
身
障
害
児
者
協
議
会
）

★
光
は
あ
ふ
る　

光
友
会
創
設　

周
年

30

記
念
誌
（
光
友
会
）

★
民
生
委
員
あ
り
方
検
討
専
門
分
科
会

報
告
書
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
た
新

た
な
民
生
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
あ

り
方
〜
（
横
浜
市
社
会
福
祉
審
議
会
）

★
神
奈
川
力
構
想　

概
要
版
（
神
奈
川

県
企
画
部
政
策
課
）

資　
　
　
　

料

図　
　
　
　

書
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「福祉情報資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/

～「新着情報コーナー」をぜひご利用ください ! ～

�

★
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
の
資
質
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
状
況
の
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業（
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
）

　

人
材
の
資
質
向
上
の
た
め
の
取
組

み
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
が
、
現
在
行
っ
て
い
る
研
修
方
法

を
見
直
す
上
で
の
一
つ
の
判
断
資
料

と
な
り
ま
す
。

『高齢者のための
がばいやさしか手料理』

佐賀県老人クラブ連合会
佐賀県栄養士会地域活動
栄養士協議会　発行

神奈川県老人クラブ連合会
総務課長　青池　公平

　「がばい」とは佐賀の方言で『すごい
・とても』という意味だそうだ。
　島田洋七氏のベストセラーの「がばい
ばあちゃん」で一躍日の目を見た言葉で
あるが、さて、この佐賀の県老人クラブ
連合会と同県栄養士会が共同で発刊し
たのがこの「がばい本」。
　団塊世代の地域に戻ったおとーさん
は、女房どもになんと言われているか。
そう、濡れ落ち葉、産業廃棄物等々。
「自分のことは自分でやってネ！」。昔
から城主の女房殿様はのたまう。
　こんなとき、団塊おとーさん、高齢
者、また何千回と家
族の食事の世話で
つかれた昔のお母
さんともども役立
つのがこの一冊。
あっという間の簡
単料理の種類はご
飯ものからおやつ
ま で５７種。オ ー ル
カラー１２１ページ。 ２００７年４月刊

定価１，０００円（税込）
（但し老人クラブ
会員は５００円）　

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

＊
＊
年
末
年
始
の
お
知
ら
せ
＊
＊

　

月　

日（
水
）〜
１
月
４
日（
金
）

１２

２６

は
、
図
書
整
理
及
び
年
末
年
始
の

た
め
、
休
室
い
た
し
ま
す
。
１
月

７
日
（
月
）
よ
り
平
常
ど
お
り
開

室
し
ま
す
。
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一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

谷　口　嘉　弘�代表取締役社長�

平
成　

年
度「
子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」 

１９〜
子
育
て
を
支
え
る
地
域
の
力
〜 

参
加
者
募
集

　
「
長
寿
・
子
育
て
・
障
害
者
基
金
」
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
支
援
活
動
に
つ

い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◇
内
容
＝
基
調
講
演
（
大
日
向
雅
美
恵
泉

女
学
園
大
学
大
学
院
教
授
）、
活
動
報
告

（
埼
玉
県
「（
特
非
）
新
座
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」、
千
葉
県
「（
特
非
）
松
戸
子
育

て
さ
ぽ
ー
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
」）

◇
日
時
＝
平
成　

年
１
月　

日（
火
）　
　

２０

２２

１３

時
〜　

時　

分

１６

１０

◇
場
所
＝
ベ
イ
サ
イ
ド
ホ
テ
ル　

ア
ジ
ュ

ー
ル
竹
芝　

新
館　

階　
「
天
平
」

１４

（
東
京
都
港
区
海
岸
１－

　

－

２
）

１１

◇
定
員
＝
１
２
０
名
（
先
着
順
で
受
付
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◇
参
加
費
＝
無
料

◇
問
合
せ
＝
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機

構　

基
金
事
業
部　

管
理
課

�　

－

３
４
３
８－

４
７
５
６

０３
�　

－

３
４
３
８－

０
２
１
８

０３
作
業
所
の
新
規
事
業
を
応
援
し
ま
す 

「
生
き
生
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
」助
成

　

作
業
所
で
働
く
障
害
者
の
み
な
さ
ん
の

自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
新
事
業
で
工
賃

ア
ッ
プ
を
果
た
し
利
用
者
が
生
き
生
き
と

働
い
て
い
る
作
業
所
や
、
そ
の
支
援
団
体

を
助
成
し
ま
す
。

◇
対
象
＝
①
作
業
所　

②
作
業
所
を
支
援

す
る
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

◇
金
額
＝
一
件
に
つ
き　

万
円
ま
で

３０

◇
応
募
方
法
＝
指
定
の
申
請
書
に
記
入

し
、　

年
度
の
決
算
書
と　

年
度
の
予
算

０６

０７

書
を
あ
わ
せ
て
提
出
。
申
請
書
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.y
om
iu
ri-h
ik
ari.or.jp

◇
締
切
＝　

月　

日
（
月
）

１２

３１

◇
送
付
先
・
問
合
せ
＝
〒　

－

８
０
５
５

１００

（
住
所
不
要
）
読
売
光
と
愛
の
事
業
団　

生
き
生
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
係

�　

－

３
２
１
６－

４
９
２
１

０３
身
障
者
の
方
の
無
料
運
転
教
習

　

身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
通
称
＝
東
園
〈
あ
ず
ま
え
ん
〉）
自

動
車
教
習
所
で
は
、
国
の
委
託
に
よ
り
、

所
定
の
教
習
費
が
無
料
に
な
る
「
運
転
能

力
開
発
訓
練
コ
ー
ス
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
所
は
１
月
、
４
月
、
７
月
、　

月
の
月

１０

初
め
で
、
３
ヶ
月
の
訓
練
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
身
障
者
専
用
の
寮
（
有
料
）
も
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
所
在
地
・
問
合
せ
＝
埼
玉
県
新
座
市
堀

ノ
内
２－

１－

　
　

同
セ
ン
タ
ー

４６

�　

－

　

－

２
７
１
１

０４８

４８１

h
ttp
://w
w
w
.azu
m
aen
.or.jp

※
神
奈
川
県
内
に
も
、
障
害
の
あ
る
人
の

教
習
を
行
う
「
湘
南
鴨
宮
自
動
車
学
校
」

（
有
料
）
が
あ
り
ま
す
。

第　

回
（
平
成　

年
度
）
介
護
支
援
専

１０

１９

門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
の
合
格
基
準

及
び
正
答
に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月　

日（
日
）に
実
施
し
ま

１９

１０

２８

し
た
標
記
試
験
の
合
否
基
準
・
正
答
に
つ

い
て
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し

て
い
ま
す
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
ro
g
re
ss.co

.jp
/
m
e

m
b
e
rs/
jin
sy
a
k
y
o
/ 　

※
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
の
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
に
、

該
当
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
掲
載
。

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
託
金
】▽
財
団
法
人
光
之
村
▽
広

瀬
公
子
▽
脇
隆
志【
指
定
寄
託
金
】▽
ジ
ョ

ン
ソ
ン
株
式
会
社【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】

▽
神
奈
川
県
石
油
業
協
同
組
合
【
と
も
し

び
基
金
】
▽
小
松
湯
▽
清
水
湯
▽
社
団
法

人
神
奈
川
県
放
射
線
技
師
会
▽
情
報
産
業

労
働
組
合
連
合
会
神
奈
川
県
協
議
会
▽
積

善
会
曽
我
病
院
▽
大
文
字
荘
▽
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
さ
く
ら
運
営
委
員
会
▽
Ｆ
Ｕ
Ｊ

Ｉ
天
神
橋
店
▽
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
事
務
局
▽
遠
藤

寂
香
▽
福
岡
澄
子

　
（
計　

二
、
四
五
二
、
一
六
六
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
神
奈
川
県
鎌
倉
保
健
福

祉
事
務
所
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会

▽
日
本
シ
ャ
ク
リ
ー
株
式
会
社
▽
柴
田
喜

代
子
▽
福
田
惠
利 

（
敬
称
略
）

本
紙
平
成　

年
１
月
号
発
送
日
の
お
知
ら
せ

２０

　

年
始
の
配
達
手
配
の
事
情
に
よ
り
、
本
紙

発
送
が
通
常
よ
り
２
〜
３
日
遅
く
な
り
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
並
び
に

福
祉
用
具
展
示
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー　

階
の
人
材
セ

１３

ン
タ
ー
並
び
に
福
祉
用
具
展
示
場
は
、　

月
１２

　

日
〜
１
月
４
日
ま
で
お
休
み
さ
せ
て
い
た

２８だ
き
ま
す
。人
材
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
は
７
日

（
閲
覧
は
５
日
）か
ら
の
開
所
と
な
り
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



１６第６７３号　福祉タイムズ　２００７．１２．１５

－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８
TEL ０３（３４４９）１７７１／FAX ０３（３４４９）１７７２
URL：www.yasue-sekkei.co.jp
E－mail：yasue@yasue-sekkei.co.jp

新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください

Ｔ保育園（横浜市）

発
行
日　

２
０
０
７
年（
平
成　

年
）　

月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

１９

１２

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
れ
る
地
域
に

大
沢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
相
模
原
市
）

　

大
沢
地
区
は
、
相
模
原
市
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
人
口
約
三
万
一
千
人
、

高
齢
化
率
約
十
四
％
の
地
域
で
す
。

　

平
成
十
九
年
度
優
良
地
区
社
協
表
彰

を
受
賞
し
た
大
沢
地
区
社
協
（
以
下
、

地
区
社
協
）
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
設

立
さ
れ
、
今
年
で
設
立
五
十
六
年
目
を

迎
え
ま
す
。
地
区
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
子
ど

も
た
ち
を
地
域
住
民
の
支
え
に
よ
り
育

む
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
多
様
な
活

動
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

地
区
社
協
で
は
以
前
か
ら
、
幼
稚
園

児
・
保
育
園
児
の
活
動
と
し
て
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
ひ
な
ま

つ
り
交
流
会
」
で
の
交
流
等
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
高
齢
者
へ

の
「
給
食
サ
ー
ビ
ス
」
の
お
弁
当
に
小

学
生
が
書
い
た
手
紙
を
添
え
て
届
け
、

大
好
評
と
の
こ
と
。
中
学
生
に
は
「
赤

い
羽
根
の
街
頭
募
金
」
や
「
福
祉
バ
ザ

月
一
回
ず
つ
開
催
さ
れ
、
高
校
生
た
ち

は
企
画
立
案
に
苦
慮
し
な
が
ら
も
、
民

生
委
員
や
参
加
者
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
「
サ
ロ
ン
の
雰

囲
気
が
良
い
し
、
こ
の
場
所
に
来
る
と

和
む
よ
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

担
当
教
諭
の
道
野
浩
一
さ
ん
は
「
生

徒
自
身
が
企
画
す
る
こ
と
で
社
会
性
と

責
任
感
が
育
ま
れ
る
。
地
域
の
方
た
ち

に
は
生
徒
の
成
長
を
見
守
っ
て
欲
し

い
」
と
言
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
会
長
の
瀬
間
優
さ
ん
は
、

「
子
ど
も
た
ち
へ
の
活
動
を
通
し
て
、

地
域
の
中
で
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
年
度
、
優
良
地
区
社
協

表
彰
を
受
け
た
こ
と
を
励
み
に
、
彼
ら

が
大
人
に
な
っ
た
時
に
、『
良
い
地
域

で
育
っ
た
』と
思
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
地
域
の
変
化
を
実
感
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

大
沢
地
区
社
協
は
、
他
に
子
育
て
サ

ロ
ン
や
、
敬
老
会
の
単
位
自
治
会
で
の

開
催
、ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

単
位
自
治
会
ご
と
で
の
立
ち
上
げ
等
、

身
近
な
地
域
で
関
係
者
と
共
に
協
力
し

合
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
市
町
村
社
協
支
援
担
当
）

ー
」
等
へ
の
活
動
参
加
が
始
ま
る
等
、

子
ど
も
た
ち
の
「
活
動
の
場
づ
く
り
」

に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
こ
と
が
大

き
な
特
色
で
す
。

生
徒
の
成
長
を
育
む
サ
ロ
ン

　

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
高
校
生
の
活

動
へ
の
支
援
で
す
。
地
区
社
協
で
は
、

高
齢
者
対
象
の
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
を
五
カ
所
で
行
っ
て
お
り
、う
ち

二
カ
所
は
、
県
立
相
模
原
総
合
高
校
の

生
徒
が
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
サ
ロ
ン
に
取
り
組
ん
で
み

た
い
」
と
い
う
学
校
の
思
い
に
地
区
社

協
が
応
え
、
地
域
の
民
生
委
員
や
自
治

会
等
関
係
者

の
支
援
を
受

け
て
平
成
十

七
年
度
に
立

ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
同

校
と
近
隣
の

児
童
館
に
て

「こうかしら？」あったかい毛糸
のマフラーを作ります


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16

